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久喜市議会議長  春 山 千 明  様      
プラスチック全量焼却に反対し、資源化の推進を求める請願                                         

趣 旨 
久喜市は、２０２６年度に建設、稼働する予定の新ごみ処理施設で、これまでの

資源プラスチック類およびプラスチック容器包装の分別を廃止して、プラスチック

の全量を、他の「燃やせるごみ」といっしょに焼却処理する方針を決定しようとし

ています。 
この新方針は、久喜市が取り組んできたごみ減量と資源化推進を基本とした廃棄

物処理の原則を、根本的に転換させるものです。 
国は廃棄物処理・資源循環の優先順位として、①リデュース、②リユース、③リ

サイクルによる循環利用を原則とし、④技術的・経済的にリサイクルできず、燃や

さざるを得ない場合に「焼却」による発電や余熱利用するとしています。 
この優先順位を覆して、これまで多くの市民の協力で、容器包装プラスチックと

して分別・リサイクルしてきたものまで焼却してしまうことは容認できません。  



  
国は現在、２０２２年度に向け、「プラスチックごみ全般の一括回収リサイクル・

再資源化」の構想を明らかにしています。プラスチック全量焼却の新方針は、これ

にも逆行します。 
プラスチック全量焼却によって、新ごみ処理施設からの温室効果ガス排出量は、

現在の久喜宮代衛生組合の３焼却炉よりも大幅に増えることが明らかになっていま

す。これは地球温暖化防止対策にも背を向けるものです。 
久喜市が財政負担と住民の分別の手間を減らすことを大義名分として、プラスチ

ック焼却による環境負荷の増大をやむを得ないとするのは、持続可能な社会構築の

考え方に反します。 
市民はこれまで、久喜市および久喜宮代衛生組合と協力して、資源プラスチック

類およびプラスチック製容器包装を分別回収し、再資源化・再商品化に取り組んで

きました。 
私たちはこれからも、久喜市がごみの減量と資源化、持続可能な資源循環型社会

の構築をめざして、市民とともに下記について取り組むよう強く求めます。  
記  

１．新ごみ処理施設におけるプラスチック全量焼却の方針を撤回すること。  
２．引き続き、プラスチック資源および容器包装プラスチックの分別回収に取り組

み、ごみの減量と資源化、焼却量と最終処分量の削減、リサイクル率の向上を進

めること。  
以上、地方自治法第１２４条の規定により請願いたします。  


